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且⑬ 既WSを≡よる構造解析シミュレ匝ションと実物破壊試験  

の整合性研究  

日田産業工芸試験所 北 嶋 俊 朗  

大 野 善 隆  
要 旨   

平成5年度に導入した構造解析システムを用いて家具の構造解析を行った。従来の経験に基づく設計手段から、有  

限要素法で応力参ひずみ辱変位を解析することによって、家具の構造強度の向上や設計支援を行う方法を検討Lた。   

22 モデル形状の作成   

囲十㍉トのような形状の椅子を作成Lた。形状が前方向  

から見て左右対称であるので、解析は半分を行った。  

二二≒・号   

コンピュータを′弔いた有限要素法は、三 956年に、  

栄国ボーイン／グ社の技術書たちが、航空機の畢の新しも  

強度計算方法を提案モノたことに始まると言われている。  

第二次世界大戦中の我が軍の三菱零式戦藁覇凝に代表され  

るように、航空蔑の構造体の全皇震イヒが進む中、最適な  

計算方法であったと思われる。こ打為、現在では金属8  

プラスチック等の等方性の素材を用いた工業製品の設計  

にほ、有限要素法はなくてはならないものとなっている。   

一方、木材芳ような異方性の素材はどうだろうか。線  

形静解析に必要なヤソグ率及びポアソソ比は木材の場合  

】般的にEL：ER：ET＝10：2：1、封LR：レ  

LT：封RT＝4：6 ニ 9と言われている。このような  

異方性の材料で構成された構造物を解析できるシステム  

は市販されていない。これは木材の強度にぼらつきがあ  

り、精密加工ができず、他の素材のような大がかりな加  

工装置を必要とLないため、工業製品の素材として使い  

にくいためである。また簡単に加工ができるため、今ま  

で設計段階での構造解析ほ必要がなかった。   

LかL、経験を持った職人が減っていく垂、平成7年  

度にほ製造物責任法が施行され、今まで以上に家具業界  

にも品質管理や、安全性が求められている。 このため等  

方性の素材の構造物の構造解析システムで、異方性の材  

料である、木材を素材とした構造物の構造解析を検討す  

ることにLた。  

23 荷重及び拘束条件の設定   

図一2のように荷重は、背板部に500N。拘束条件  

は、前脚下部を、並進方向¢回転方向ともⅩ¢Y客Z強  

制拘東、後ろ脚下部を並進Ⅴカ向を強制的威した。また  

Ⅹ，Y面対称なので切り口を、i並進Ⅹ拶￥方向の強制拘  

束を行った。  

2－4 メッシュ分割   

中実体のオートメッシュで衰一肌1の様に分割した。  28 計算方法例  

2－1 材料特性の測定及び入力   

構造解析を行う素材としてスギを選び、縦圧縮ヤング  

係数LE及びポアソソ比リLRを測定Lて、構造解析プ  

ログラムに入力した。  

25 構造解析   

MSC／NAST罠ANサブセットで線形静解析を行っ  

た。  
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3ら 計算結果別   

図一2の様な結果となった。ここでほ15三Ⅵmでメッ  

シュ分割を行ったものの解析結果例である。表示は、セ 変  

位と応力である。実際の椅子の強度試験の結果と同様に、  

後ろ脚と座面の接合部に応力が集中している。  

針，窓とめ   

オ∽トメッシュで分割Lたため篭 全体のメッシュの大  

きさが変わらず、要素の大きさによって解析結果が異なっ  

た。これは応刀集中部分の、糞素分割数が影響Lている  

と考えられる。茶材℃異方性によるヤソダ率の這い≒三、  

玲子町境富木経年落方塗を上手に利薫した 

解析結果に大きな影響はないと考えられ′る。ポア∵ソ比  

芳三蓋いは、．ピストンリン ダ等のすりあわせの遮る精密部  

品ではないので、∴解析結果に大きな影響はないと考えち  

れる。   

来年度は、メッシュのバイアス塾アスペクト比羅ヤソ  

ダ率さポアソン比等を考えながら、実際の製品と解析結  

果の比較を行う予定である。  

一∴  

表仙頂 メ、プシュサギズと要素の労覿敦  

EL三曳′′王EN′r sエZE  ELEⅨ‡ENTS  NO鳶ES  

15mm  815〔）  2432   
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481   
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